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自治体へのメッセージ
自治体職員の地域おこし協力隊制度の理解促進のお役にたてると思いま
す。

助言可能な内容

募集企画の作成・魅力度の
向上

任期終了後に向けた支援

受入体制づくり・受入の増強 都道府県ネットワークの推進

市町村のサポート体制の強
化

その他（詳細は以下に記載）

情報発信の強化
○自治体職員向けの講習会の実施

「地域おこし協力隊インター
ン」等の活用推進

略歴

1967年新潟県長岡市生まれ、長岡技術科学大学大学院工学研究科博士
後期課程終了、博士（工学）。専門は災害復興と地域づくり。外部人材を活
用した新たな内発的発展論を展開し、地域づくりにおける住民の主体形成
プロセスを研究。国の地域おこし協力隊、集落支援員、復興支援員制度、
関係人口の施策等の普及、人材育成に尽力。他に総務省地域力創造アド
バイザー、地域おこし協力隊サポートデスクスーパーバイザー、内閣府令和
6年度関係人口創出・拡大のための対流促進事業選定委員会委員、国土
交通省令和５年度二地域居住等の推進に関する懇談会委員、令和５年度
全国過疎地域連盟調査研究会委員、（公社）中越防災安全推進機構理事、
関西学院大学災害復興制度研究所客員研究員等。主な著書として「震災が
語る農山村再生　地域づくりの本質（2014）コモンズ」「地域おこし協力隊10
年の挑戦（2019）農文協」

地域おこし
協力隊に

関する実績

これまでの
経験業務・
研究活動

2004年、地域復興のための中間支援組織「中越復興市民会議」を創設、官
民協働による震災復興を推進。2009年、（公社）中越防災安全推進機構復
興デザインセンター長に就任、中越地震の地域復興支援員の人材育成、東
日本大震災の復興支援員制度の普及に尽力。2012年、初代ながおか市民
協働センターに就任（兼務）、2015年、柏崎市協働まちづくり専門官に就任
（兼務）、その後、初代かしわざき市民活動センター長に就任、市民協働の
まちづくりに尽力。2021年、ふるさと回帰支援センター副事務局長に就任
（現職）、地方移住の推進と研究を行う。

これまでに
関与した

地域おこし
協力隊に
関する

プロジェクト

地域おこし協力隊サポートデスクスーパーバイザー、総務省等の地域おこし
協力隊全国研修会（初任者研修、ステップアップ研修）のプログラム作成と
運営及び講師。総務省令和６年度全国ブロック別会議講師、令和６年度新
潟県地域おこし協力隊市町村担当者研修会講師、令和６年度北海道地域
おこし協力隊自治体担当者向け研修会講師、令和６年度島根県地域おこし
協力隊員及び自治体職員研修講師、令和６年度群馬県地域おこし協力隊
自治体担当者研修、令和６年度横瀬町地域おこし協力隊研修講師等

地域おこし協力隊アドバイザープロフィール
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